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は じ め に

2006年の春、世界自然遺産登録地・知床を中心とした海岸に、真っ黒な重油に汚染され無惨な姿となった、エトロフウミスズ

メやハシブトウミガラスなど多数の海鳥の死体が漂着しているのが見つかりました。その数、実に5,600羽（当会の集計によ

る）。

この未曾有の惨事を受け、「オホーツク海沿岸全域での漂着調査が必要」との声が強まり、全道から多くのボランティアが集

まって調査が実施されました。この動きはオホーツクのみならず、稚内から根釧地域にも広がり、最終的には185名もの人々が

参加しての「道東・道北海岸一斉調査」という、これまでにない、非常にスケールの大きなものとなりました。

数多くの有志が集ったこの調査によって様々な情報が得られましたが、5,600もの命が、いつ、どこで、どうして奪われること

となったのか、その解明には至らず、残念ながらいまだ「原因不明」とされています。

しかしながら、この調査は決して無駄ではありませんでした。今回の調査をきっかけに、油流出事故発生などの緊急時はもちろ

ん、何より「平時のデータをしっかりと取っておく」ことの重要性についての理解が深まりました。そして、「これを続けよ

う」という声が自然発生的に沸き上がったのです。

この「海岸調査」は、体制や方法を現実に即した無理のないものに修正しながら、07、08、09年と続けて実施されました。道

内全域を調査対象とし、各地の有志が力を結集し、貴重なデータが収集されました。

今年、2010年も一斉海岸調査を実施します。調査方法は基本的に昨年と同様です。詳しくは、以下に挙げる「調査要領」等の

資料をお読み下さい。

身近な海のことを知ることが、身近な海とそこに棲む生き物を守ることにつながります。考えるだけでは何も変わりません。一

年に一度でも、まずは行動を。

 

基 本 的 な 考 え 方
《身近な海と海鳥のために》

当初は知床の件があったため、オホーツク沿岸域全体を調査することを一義的な目標として遠路はるばる集まって頂きま

したが、現在は「地元の海は地元住民が守る」ことをテーマに、それぞれ自分の地域や、思い入れのある海岸を見回って



頂いています。対象は、「北海道全域」とします。なお、油汚染問題は必ずしも海域に限ったことではありませんが、こ

の調査は対象を海岸に絞らせて頂きます。ご了承下さい。

《実施内容は各自が決める》

基本的な調査方法や、調査に使用する野帳や図面等は統一しますが、「いつ、どこで、誰が・・・」といった基本的な事

項については、参加者ご自身で自由に設定して頂くこととしました。こちら側で調整は致しません。「一斉調査日」は特

に設けません。各自、4月1～30日の間に一回以上実施 して頂ければ結構です（複数回でももちろん歓迎）。

《バードウォッチャーによる調査》

当初は「可能な方のみ」沿岸性鳥類のカウント調査を行って頂きましたが、現在は「カウント調査は原則実施」としてい

ます。このため、複数人で実施される場合は、必ず中に一人は野鳥観察経験者（基本的な海鳥の識別ができる人）が加わ

るようにして下さい。お一人で実施される場合は、ご本人が野鳥観察経験者であることが前提となります。未経験者の方

は、経験者の方と一緒に調査して下さい。経験者の方も、野外識別だけでなく、落ちている羽や骨から種の同定ができる

ようになる・・・など、目標を高く設定し、実習を兼ねた場としてさらなるスキル向上に努めて下さい。もちろん、野外

識別力の向上は、海岸調査の精度向上に直接的に寄与すると考えておりますので、より高い識別力を獲得できるよう、各

自積極的に取り組んでください。毎年このような調査を続けることで、ゆくゆくは海岸調査のエキスパートが道内各地に

いるという状況を目指したいと思っています。お互い、頑張りましょう。

調 査 方 法

＜まず、調査要領をご確認下さ

い＞

【調査要領（PDFファイル：306KB）】

PDFファイルを読むための最新版READERは以下からダ

ウンロードできます

 ＜図面や野帳の記入例＞

下の記入例を参考にして下さい。

それぞれ、画像をクリックすると拡大版が開きます。  

http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2010/2010youryou.pdf


＜調査図面（地図）＞

【北海道立地質研究所】

ページ下部にある、「PDF版

北海道海岸環境情報図

ver.1.06（32.9MB）」をダウ

ンロードして、調査に必要な

箇所の図面をプリントアウト

してご使用下さい。

ナローバンド環境の方は、国

土地理院発行の1/25,000や

1/50,000地形図、または環境

省（環境庁）発行の「自然環

境保全基礎調査用メッシュ

マップ（1/50,000）」などを

適宜利用して頂いても結構で

す。

以下のサイトから、調査地域

の地図をプリントアウトして

頂くことも可能です。

【電子国土ポータル】

【図面記入例】

http://www.adobe.com/jp/products/acrobat/readstep2.html
http://www.gsh.pref.hokkaido.jp/download/shore/index.html
http://portal.cyberjapan.jp/index.html
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2007/bc2007rei-zumen.htm


調査図面はデータ提出の際に必ず添付して

下さい。

 ＜調査野帳（記録用紙）＞

【PDFファイル（636KB）】

【エクセル（xls）ファイル（27KB）】

電子メールにて結果報告され

る場合は、エクセルのファイ

ルに必要事項をご記入（現場

野帳から転記）の上、送信し

てください。

調査時に使用した記入済み野

帳をスキャン（あるいはデジ

タルカメラで撮影）するなど

してデジタルデータ化したも

のをお送りいただいて構いま

せんが、隅々まで鮮明なもの

をお送りください。

【野帳記入例】

http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2010/note070415.pdf
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2010/base070415.xls
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2007/bc2007rei-yachou.htm


＜撮影例＞

海鳥の死体等の漂着物を発見した場合は、以下のように様々な角度で撮影して下さい。

クリックすると大きな画像が表示されます。

【撮影例：1】 【撮影例：2】

【撮影例：3】 【撮影例：4】

http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2007/bc2007satueirei1.htm
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2007/bc2007satueirei2.htm
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2007/bc2007satueirei3.htm
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2007/bc2007satueirei4.htm


＜注意事項＞

調査結果は4月末日までに必ずお送り下さい。やむを得ない事情で遅れる場合はその旨ご連絡下さい。ご協力をお願い致

します。

当会では調査に関する様々な事前調整・連絡等は原則として行いません。各自、事故等のないよう、くれぐれも注意し

て調査を実施してください。

調査に関わる一切の責任は調査者各自にあります。万一、事故や不都合等があっても責任は負えませんので、あらかじ

めご了承下さい。

各種資料/リンク

【2006年4月9日オホーツク海岸一

斉調査】

（PDFファイル 15.5MB）

【北海道一斉海岸調査

2007】

（PDFファイル

9.41MB）

【北海道一斉海岸調査

2008】

（PDFファイル 28MB）

【北海道一斉海岸調査2009】

（PDFファイル 1.74MB）

2006年春に発生した

北海道オホーツク海沿岸部における

油汚染海鳥大量漂着事件の概要

（PDFファイル 2.20MB）

－ －

当会（当時“支部”）が独自に鑑定を

依頼した

米国カリフォルニア州政府機関

（OSPR）による

知床に漂着した油の鑑定結果

（PDFファイル 1.69MB）

日本野鳥の会オホーツク：油汚染問題専用ブログ

2006年春、知床の事件をきっかけに立ち上げたブログです。私どもの様々な活動や国内の油流出事故等について、情報

http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2006/okhotsk060409.pdf
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2006/okhotsk060409.pdf
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2010/2007beachcensus.pdf
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2010/2007beachcensus.pdf
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2010/2008beachcensus.pdf
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2010/2008beachcensus.pdf
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2010/beachcensus2009.pdf
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/gis080309.pdf
http://www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/2010/ospr.pdf
http://blog.livedoor.jp/abura060303/


を発信し続けています。

知床半島沿岸・油汚染海鳥漂着の経過について

斜里町が2006年の事件について情報をまとめているページです。

OSPR

知床に漂着した油の成分を無償で分析してくれた米国カリフォルニア州政府の機関です。

OWCN

上記OSPRへ仲介していただいた米国のネットワークです。

「油汚染等の海洋生態系への影響評価につながる海域－陸域統合型GISの構築」についての情報

・北海道立地質研究所

・日本生態学会第56回大会講演要旨

・NPO法人エンヴィジョン環境保全事務所

http://www.town.shari.hokkaido.jp/he2005/umidori/umidori2.html
http://www.dfg.ca.gov/Ospr/index.html
http://www.owcn.org/
http://www.gsh.pref.hokkaido.jp/
http://www.esj.ne.jp/meeting/abst/56/PC2-859.html
http://www.env.gr.jp/index.html
Yasuhiro　KAWASAKI
テキストボックス
日本野鳥の会オホーツクWebサイト（http://www.wbsj-okhotsk.org/）内,[海岸調査2010]より転載



 
 
 
 
 
 
 
 

調 査 結 果 
 
 

調査実施地区 

野帳 

図面 

写真 





観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番

号）
地点番号

地名または
緯度経度

種名
個体数（年

齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

13:48 172 始点
13:48 172 1 オオセグロカモメ 1（Ad） 生体、異常行動なし
13:48 172 1 ウミネコ 2（Ad） 同上
13:48 172 2 シノリガモ 2（Ad） 同上、♂1♀1

14:01 172 3 ドラム缶
中身は空と思われる。「Mobilgard
412」というラベル。写真：ドラム缶・
側面ラベル・上面ラベル

14:05 172 終点
海岸タイプは砂利・砂礫混合　写真：
海岸

海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

山本友紀 2010年4月12日 13:48　～　14:05

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部
油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

元紋別海岸線（紋別市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富



観察者 観察日 観察時刻 天候 曇り

調査方法 陸上からスコープを使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

4:50 252 1 オオハクチョウ 62 始点～終点まで海岸タイプは粗粒
砂浜4:50 252 1 ヒドリガモ 650± 釣り人（ルアー）１人

4:50 252 1 キンクロハジロ 112 5:15ごろから小型漁船3隻が前を通
4:50 252 1 スズガモ 180±
4:50 252 1 ホオジロガモ 78
4:50 252 1 シノリガモ 30

4:50 252 1 ウミアイサ 331

4:50 252 1 ノビタキ 1

4:50 252 1 ハクセキレイ 4

4:50 252 1 ヒバリ 1

4:50 252 1 オオセグロカモメ 55

4:50 252 1 ユリカモメ 8 夏羽

4:50 252 1 カモメ 10

4:50 252 1 ハシブトガラス 3

4:50 252 1 トビ 2

4:50 252 1 コガモ 4

4:50 252 1 ヒメウ 5

4:50 252 1 小型シギsp. 2

4:50 252 2 オジロワシ 1（Ad） 1～3間でタイヤ1

5:30 252 3 ヒバリ 1 3には漂着物が多い（流木が目立
つ）5:30 252 3 ウミウ 5

5:30 252 3 ヒメウ 1

5:30 252 3 シノリガモ 46

5:30 252 3 オオセグロカモメ 6

5:30 252 3 カモメ 12

5:30 252 3 シロカモメ 1

5:30 252 3 ウミアイサ 52

5:30 252 3 ホオジロガモ 11

5:30 252 3 ハシブトガラス 1

5:30 252 3 ハシボソガラス 4
3～4間でタイヤ2、網（1m×1m以
上）3、ドラム缶（古い）1

海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

舟生憲幸 2010年4月25日 4:50　～　6:20

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部
油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

常呂町前浜（北見市常呂町） 観察者の熟練度 観察をした経験が何度かある



6:10 252 4 オオセグロカモメ 24

6:10 252 4 セグロカモメ 2

6:10 252 4 シロカモメ 7

6:10 252 4 ワシカモメ 2

6:10 252 4 カモメ 55

6:10 252 4 ウミアイサ 81

6:10 252 4 シノリガモ 4

6:10 252 4 カワラヒワ 3

6:10 252 4 ハシボソガラス 9

6:20 252 4 ハクセキレイ 1
観察野鳥はすべて生体で、異常は
みられなかった。



観察者 観察日 観察時刻 天候 －

調査方法 陸上からスコープを使用

観察時刻
地図名（番

号）
地点番号

地名または
緯度経度

種名
個体数（年

齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

8:50 257 1 ヒメウ 1
8:50 257 1 ウ類 7
8:50 257 1 シノリガモ 25
8:50 257 1 オオセグロカモメ 1
8:50 257 2 オオセグロカモメ 1
8:50 257 2 ヒメウ 1

8:50 257 2 ウ類 4

8:50 257 2 シノリガモ 79

8:50 257 3 ウ類 1

8:50 257 3 オオセグロカモメ 26

8:50 257 3 シロカモメ 2

8:50 257 3 ヒメウ 7

8:50 257 3 アオサギ 1

8:50 257 4 シノリガモ 36

8:50 257 4 オオセグロカモメ 3

8:50 257 5 ウミアイサ 4

9:55 256 6 古いドラム缶 6

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

能取湖湖口左岸（網走市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

渡辺義昭・渡辺恵 2010年4月3日 8:50　～　11:25

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

11:40 273 1 シノリガモ 60±
11:40 273 1 オオセグロカモメ 5
11:40 273 1 ウ類 3
11:40 273 1 ヒメウ 1
11:50 273 2 シロチドリ 1
12:20 273 3 羽塊（シノリガモ） 1 N その他の部位

12:25 273 4 古いドラム缶 2

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

能取湖湖口右岸（網走市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

渡辺義昭・渡辺恵 2010年4月2日 11:40　～　12:40

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 曇り

調査方法 陸上からスコープを使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

14:00 277 1 オジロワシ 1（Ad）
14:00 277 1 ハクセキレイ 3
14:20 277 2 ゴマフアザラシ 3
14:20 277 2 カモメ類 20±
14:20 277 2 シノリガモ 4
14:30 277 3 ミズナギドリ類 10000＋

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

網走市（網走市） 観察者の熟練度 －海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

梅林弘道・梅林歌奈子 2010年4月28日 14:00　～　15:30

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上からスコープを使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

8:00 279 S
N:44.01.24
E:144.16.19

カモ類
干潮、7:51、廻りは全体に綺麗（写
真1）

8:00 279 S
N:44.01.24
E:144.16.19

オオセグロカモメ

8:00 279 S
N:44.01.24
E:144.16.19

トビ 1

8:00 279 S
N:44.01.24
E:144.16.19

ハシブトガラス 2

8:00 279 S
N:44.01.24
E:144.16.19

ハクセキレイ 1

8:15 279 1
N:44.03.01
E:144.15.38

カモ類（内シノリガモ） 15 浜に漂着物が少なく綺麗（写真2-3）

8:15 279 1
N:44.03.01
E:144.15.38

トビ 1

8:15 279 1
N:44.03.01
E:144.15.38

ハシブトガラス 2

8:15 279 1
N:44.03.01
E:144.15.38

ウミアイサ 2

8:15 279 1
N:44.03.01
E:144.15.38

ハクセキレイ 1

8:15 279 1
N:44.03.01
E:144.15.38

オオセグロカモメ 1

8:25 279 2
N:44.03.09
E:144.15.38

ドラム缶 1

20lのドラム缶（油圧油）、キャップが
開けられなく、重さで三分の一入っ
ていて、油かどうか不明。漏れがな
い（写真4-5）

9:15 279 3
N:44.03.38
E:144.15.13

シノリガモ 30＋
漂着物がたくさん一カ所に集まり、
油もあれば、ここにある可能性は高
いが、見つかりませんでした（写真

9:15 279 3
N:44.03.38
E:144.15.13

ハシブトガラス 1

9:15 279 3
N:44.03.38
E:144.15.13

トビ 1

9:15 279 3
N:44.03.38
E:144.15.13

ハクセキレイ 1

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

二ッ岩（網走市） 観察者の熟練度 ほとんど初心者海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

Douglas Braat 2010年4月27日 8:00　～　10:15

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



9:15 279 3
N:44.03.38
E:144.15.13

オオハクチョウ 100＋

9:15 279 3
N:44.03.38
E:144.15.13

オオハクチョウ 12

10:15 279 S(G)
N:44.01.24
E:144.16.19



観察者 観察日 観察時刻 天候 曇り

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

8:00 287 1 ウミアイサ 7
8:00 287 1 ホオジロガモ 1
8:00 287 1 オオセグロカモメ 6
8:10 287 2 ハシブトガラス 7
8:10 287 2 ハシボソガラス 2
8:10 287 2 トビ 2

8:35 286 3 ウ類の羽 1 L その他の部位

8:35 286 3 羽塊 1 L その他の部位

8:35 286 3 羽塊 1 1 L その他の部位

8:35 286 3 羽塊 1 2 L その他の部位

8:35 286 3 羽塊 1 L その他の部位

8:35 286 3 羽塊 1 3 L その他の部位

8:35 286 3 羽塊 1 L その他の部位

8:35 286 3 ウ類の羽 1 L その他の部位

8:35 286 3 ウ類の羽 1 4 L その他の部位

8:35 286 3 ウ類の羽 1 L その他の部位

9:00 286 4 カモメ類の羽 1 L その他の部位

9:00 286 4 ウ類の羽 1 L その他の部位

9:10 286 5 羽塊 1 L その他の部位

9:16 286 6 ミツユビカモメの羽 1 L その他の部位

9:25 286 7 羽塊 1 L その他の部位

9:25 286 7 羽塊 1 L その他の部位

9:30 286 8 油付着ロープ 1 L その他の部位

9:50 285 9 ハシボソガラス 13

9:50 285 9 シノリガモ 30±

9:50 285 9 オオセグロカモメ 2

10:00 285 10 オオセグロカモメ 13

10:00 285 10 ウミアイサ 1

10:00 285 10 ホオジロガモ 5

10:00 285 10 シノリガモ 8

10:00 285 10 ヒドリガモ 4

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

鱒浦海岸（網走市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

渡辺義昭・渡辺恵 2010年4月2日 8:00　～　10:15

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 曇り

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

7:00 289 1 ホオジロガモ 2
7:00 289 1 シロカモメ 1
7:00 289 1 オオセグロカモメ 1
7:00 289 1 ウ類 1
7:00 289 1 ウミアイサ 5
7:00 289 1 カモメ 2

7:00 289 1 ヒドリガモ 11

7:23 289 2 オシドリ 2

8:06 287 3 ゴマフアザラシ 1

8:25 287 4 ウミアイサ 4

8:25 287 4 ホオジロガモ 2

8:25 287 4 ユリカモメ 1

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

北浜海岸（網走市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

渡辺義昭・渡辺恵 2010年4月1日 7:00　～　8:40

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

10:00 289 1 オカヨシガモ 2 生体、異常なし
10:00 289 1 シロカモメ 3 生体、異常なし
10:00 289 1 オオセグロカモメ 5 生体、異常なし
10:00 289 1 ウミアイサ 2 生体、異常なし
10:00 289 1 ゴマフアザラシ 1（成） 生体、異常なし
10:31 292 2 ドラム缶 2
10:51 293 3 ドラム缶 1
10:57 293 4 エトロフウミスズメ 1 PD N 次列風切の塊

11:38 295 5 種不明鳥類 1 PD N 頭骨 頭骨のみ

11:45 295 6 ホオジロガモ 4 生体、異常なし

11:45 295 7 ゴマフアザラシ 1（幼）

砂浜に上がっていた。痩せていて衰
弱していたが近づくと逃げるためし
ばらく離れて様子を見ていたところ、
自力で海へ戻った。

12:16 295 8 シロチドリ 1♂

12:23 295 9 オイル缶 1

12:55 296 10 ドラム缶 1

12:59 296 11 クロガモ 2♂ 生体、異常なし

12:59 296 11 ウミアイサ 1♂ 生体、異常なし

12:59 296 11 ホオジロガモ 1♂ 生体、異常なし

海鳥海岸センサス記録用紙

川崎康弘 2010年4月12日 10:00　～　13:00

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部
油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

濤沸湖口～浜小清水前浜（小清水町） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

8:56 296 1 大型カモメ類 6 生体、異常なし
8:56 296 1 ウ類 1 生体、異常なし
8:56 296 1 ホオジロガモ 1 生体、異常なし
8:56 296 1 トビ 1 生体、異常なし
9:11 296 2 ドラム缶 1 空。
10:00 295 3 ニワトリ？ 1 PD N 右脚

10:42 295 4 シロカモメ 1 サンプル1 PD L 三列風切？1枚 写真無し

10:53 295 5 シロカモメ 1 サンプル2 PD L 羽1枚

11:00 295 6 種不明鳥類 1 PD L 羽1枚 写真無し。回収して処分。

11:06 295 7 ミツユビカモメ 1 PD L 風切1枚 写真無し。回収して処分。

11:15 295 8 油付きビニールゴミ 1 L 写真無し。回収して処分。

11:17 295 9 オイル缶 1 空。

11:24 295 10 油の塊 1 L 回収して処分。

11:42 295 11 油つきロープ 1 L 回収して処分。

11:54 295 12 オオセグロカモメ 1 生体、異常なし

11:54 295 12 ハシブトガラス 1 生体、異常なし

11:54 295 12 ハシボソガラス 1 生体、異常なし

11:54 295 12 シロチドリ 2 生体、異常なし

11:54 295 12 ウミアイサ 9 生体、異常なし

11:54 295 12 シロカモメ 1 生体、異常なし

海岸名（市町村）

講習会参加者：今堀英明、大芝泰弘、小笠原久美子、片桐千鳥、川崎里実、川崎康弘、小関治子、佐々木清彦、佐藤理恵、正田武士、多賀憲雄、高田絵美理、寺田紋子、ダグラス・ブラート、渡辺恵、渡辺義昭

海鳥海岸センサス記録用紙

海岸調査講習会参加者 2010年4月17日 8:56　～　11:57

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部
油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

浜小清水海岸（小清水町） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富



観察者 観察日 観察時刻 天候 曇り

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回収
する場合のサ
ンプル番号

個体の状態食
害の有無

油の付着状
態

死体の残存部位 その他、気づいた点

9:45 300 1 ウミアイサ 1 生体、異常なし

9:45 300 1 オオセグロカモメ 1 生体、異常なし

9:45 300 1 トビ 1 生体、異常なし

9:45 300 1 ハクセキレイ 1 生体、異常なし

9:45 300 1 シロカモメ 1 生体、異常なし

10:06 300 2 オジロワシ 1(SA） 生体、異常なし

10:07 300 3 オオワシ 1(SA） 生体、異常なし

10:27 300 4 ウミガラス類 1 PD N 胸骨

10:43 301 5 アザラシ類 1 OD N
汀線より5mほど沖の海中に沈んで
いた。ほぼ全身残存と思われたが
詳細は不明。

11:05 301 6 ドラム缶 1
空。塗料缶と思われた。他のゴミな
どとひとまとめにしてあった。

11:05 301 6 エンジンオイル缶 1
空。ハングル文字。他のゴミなどと
ひとまとめにしてあった。

11:20 301 7 シロカモメ 5 生体、異常なし

11:20 301 7 オオセグロカモメ 10 生体、異常なし

11:20 301 7 ハクセキレイ 1 生体、異常なし

11:20 301 7 ハシブトガラス 10 生体、異常なし

11:20 301 7 ハシボソガラス 10 生体、異常なし

11:20 301 7 トビ 5 生体、異常なし

11:20 301 8 オジロワシ 1(SA） 生体、異常なし

海鳥海岸センサス記録用紙

川崎康弘・川崎里実 2010年4月3日 9:45　～　11:30

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

浜小清水前浜～止別川河口（小清水町） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）



観察者 観察日 観察時刻 天候 曇り

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

9:45 302 1 ハクセキレイ 1 生体、異常なし
9:45 302 1 ハシブトガラス 1 生体、異常なし
9:45 302 1 ヒバリ 1 生体、異常なし
9:45 302 1 ホオジロガモ 4 生体、異常なし
9:45 302 1 ビロードキンクロ 1 生体、異常なし
9:45 302 1 オオセグロカモメ 1 生体、異常なし
9:54 302 2 ドラム缶 1
9:58 302 3 ドラム缶（筏状） 1
10:18 302 4 ドラム缶 1
10:19 302 5 ドラム缶 1
10:30 302 6 オジロワシ 1（Ad） 生体、異常なし
10:30 302 7 チョウゲンボウ 1 生体、異常なし
10:42 302 8 ホオジロガモ 2 生体、異常なし

海鳥海岸センサス記録用紙

川崎康弘・川崎里実 2010年4月5日 9:45　～　10:45

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部
油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

止別川河口～止別駅裏（小清水町） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）



観察者 観察日 観察時刻 天候 曇り

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

10:00 304 1 ホオジロガモ 1 生体、異常なし
10:00 304 1 トビ 1 生体、異常なし
10:00 304 1 クロガモ 20 生体、異常なし
10:00 304 1 ハクセキレイ 1 生体、異常なし
10:54 303 2 ドラム缶 1
11:20 303 3 トビ 1 生体、異常なし
11:20 303 3 クロガモ 7 生体、異常なし

海鳥海岸センサス記録用紙

川崎康弘・川崎里実 2010年4月6日 10:00　～　11:20

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部
油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

ウエンベツ川河口～止別駅裏（斜里町～小清水町） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）



観察者 観察日 観察時刻 天候 曇り

調査方法 陸上からスコープを使用

観察時刻
地図名（番

号）
地点番号

地名または
緯度経度

種名
個体数（年

齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

13:25 514 1 クロガモ 20 海岸のタイプ：3A
13:25 514 1 アカエリカイツブリ 2
13:25 514 2 クロガモ 5
13:25 514 2 ホオジロガモ 1
13:25 514 3 オオセグロカモメ 7 東へ飛行
13:25 514 4 ビロードキンクロ 6
13:25 514 4 クロガモ 5
13:50 514 5 クロガモ 58

13:50 514 6 オオセグロカモメ 2

13:52 514 7 クロガモ 35

13:56 514 8 クロガモ 42

13:56 514 8 ホオジロガモ 1

13:56 514 8 オオセグロカモメ 2

14:03 514 9 オオセグロカモメ 4

14:03 514 9 ウミネコ 1

14:03 514 10 オオセグロカモメ 2

14:03 514 10 ホオジロガモ 1

14:03 514 10 クロガモ 4

14:12 514 11 クロガモ 10

14:16 514 A 大型カモメsp 1（Juv） 写真A OD N 羽毛多数

14:20 514 B 大型カモメsp 1（Juv） 写真B OD N 風切のみ多数

14:20 514 12 クロガモ 5

14:25 514 C オオセグロカモメ 1（Ad） 写真C OD N 風切のみ多数

14:26 515 13 オオセグロカモメ 4 飛行

14:26 515 14 クロガモ 2

14:26 515 15 オオセグロカモメ 7

14:26 515 16 オオセグロカモメ 5 内陸の沼

14:35 515 17 ホオジロガモ 2 ♂海上を西へ飛行

14:35 515 18 クロガモ 2

14:35 515 19 クロガモ 6

14:35 515 20 クロガモ 5

海鳥海岸センサス記録用紙

黒沢信道・黒沢優子 2010年4月10日 13:25　～　15:05

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部
油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

友知海岸（根室市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）



14:35 515 21 オオセグロカモメ 4

14:35 515 22 オオセグロカモメ 2 海上

14:56 515 D シロカモメ 1（Ad） 写真D OD N 三列風切と皮膚

14:58 515 E 大型カモメsp 1（Juv） 写真E OD N 胸部羽毛と皮膚

14:29 516 23 カモsp 5

14:29 516 24 カモsp 4

14:29 516 25 クロガモ 2

14:29 516 26 カモsp 1

14:29 516 27 クロガモ 3

14:29 516 28 カモsp 1

14:29 516 29 クロガモ 3

13:38 516 30 ウミネコ 1

13:38 516 31 クロガモ 2

13:42 516 32 ホオジロガモ 1

13:42 516 33 オオセグロカモメ 6

13:42 516 34 クロガモ 9

13:42 516 34 ホオジロガモ 1

14:00 516 35 オジロワシ 1

14:00 516 36 シノリガモ 2

14:00 516 36 オオセグロカモメ 200



観察者 観察日 観察時刻 天候 曇り、微風

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回収
する場合のサ
ンプル番号

個体の状態食
害の有無

油の付着状
態

死体の残存部位 その他、気づいた点

12:40 640 始点

12:40 640 1 ユリカモメ 40± 生体、異常行動なし

12:40 640 1 カモメ 10± 生体、異常行動なし

12:40 640 1 ウミネコ 10± 生体、異常行動なし

12:40 640 1 オオセグロカモメ 3 生体、異常行動なし

12:40 640 1 コチドリ 3 生体、異常行動なし

12:40 640 1 ハクセキレイ 10± 生体、異常行動なし

12:50 640 2 クロガモ 100± 生体、異常行動なし

12:50 640 2 シノリガモ 20± 生体、異常行動なし

13:00 640 3 ウ類 1 OD N 全身
油の付着なし、種不明、写真
No.1916,1917,1919

13:05 640 4 カモメ類 1 PD N 頭 油の付着なし、種不明、写真
No.1922

13:15 640 5 カモメ類 1 PD N 両足
油の付着なし、種不明、写真
No.1924,1925

13:55 641 6 ウミウ 1 生体、異常行動なし

14:15 641 7 オオセグロカモメ 30± 生体、異常行動なし、海岸沿いを飛
翔14:15 641 7 シロカモメ 2 生体、異常行動なし、海岸沿いを飛
翔14:25 641 8 チュウシャクシギ 1 生体、異常行動なし、上空を飛翔

14:30 641 9 ヒドリガモ 11 生体、異常行動なし

14:30 641 9 オナガガモ 6 生体、異常行動なし

14:30 641 9 コガモ 3 生体、異常行動なし

14:30 641 9 ハシビロガモ 2 生体、異常行動なし

14:30 641 9 キンクロハジロ 2 生体、異常行動なし

14:30 641 9 マガモ 2 生体、異常行動なし

14:30 641 9 スズガモ 1 生体、異常行動なし

14:40 641 終点

海鳥海岸センサス記録用紙

佐藤晶人 2010年4月28日 12:40　～　14:40

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

大楽毛海岸（釧路市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上からスコープを使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

13:15 678 始点 海岸のタイプ：3A
13:15 678 1 クロガモ 60＋ 生体、異常なし
13:15 678 2 カモメ 100＋ 生体、異常なし
13:20 678 3 アビ 2 生体、異常なし
13:20 678 4 ミミカイツブリ 1 生体、異常なし
13:30 678 5 クロガモ 50＋ 生体、異常なし

13:30 678 6 カモメ 40＋ 生体、異常なし

13:35 678 7 シロカモメ 1 生体、異常なし　通過

13:35 678 8 ユリカモメ 3 生体、異常なし

13:37 678 9 ハシボソガラス 3 生体、異常なし

13:40 678 終点

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

大津海岸（豊頃町） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

富沢直浩 2010年4月4日 13:15　～　13:40

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 －

観察時刻
地図名（番

号）
地点番号

地名または
緯度経度

種名
個体数（年

齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

11:00 831 1 ウミアイサ 2 生体、異常なし
11:00 831 1 ホオジロガモ 18 生体、異常なし
11:00 831 1 クロガモ 4 生体、異常なし
11:00 831 1 シロカモメ 8 生体、異常なし
11:00 831 1 オオセグロカモメ 10 生体、異常なし

海鳥海岸センサス記録用紙

大谷光良・大谷久仁子 2010年4月4日 11:00　～　12:20

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部
油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

勇払海岸（苫小牧市） 観察者の熟練度 －海岸名（市町村）



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番

号）
地点番号

地名または
緯度経度

種名
個体数（年

齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

9:17 957 始点
9:17 957 1 オオセグロカモメ 700± 生体、異常なし
9:17 957 1 セグロカモメ 20± 生体、異常なし
9:17 957 1 ワシカモメ 10± 生体、異常なし
9:17 957 1 シロカモメ 2 生体、異常なし
9:22 957 2 ウミアイサ 3 生体、異常なし

9:22 957 2 シロエリオオハム 1 生体、異常なし

9:36 956 3 オオセグロカモメ 1（1st-W） N 両翼,胸骨 IMG7586

10:04 956 4 イルカ類 1 全身 IMG7605-06

10:13 956 5 カモメ 1（1st-W） N 両翼,胸骨,両脚 IMG7608

10:13 956 5 大型カモメsp. 1
胸骨付近の骨,

風切
IMG7614

10:31 956 終点

10:35 956 6 オオセグロカモメ 1（Ad） N 両翼,胸骨,両脚
往路で気づかず。ロープが絡まって
いた。死因か？
IMG7621-7625

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

砂崎岬（森町） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

木村耕・平田和彦
平川あざみ

2010年4月18日 9:17　～　10:31

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番

号）
地点番号

地名または
緯度経度

種名
個体数（年

齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル

番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

11:06 1021 始点
11:06 1021 1 ハジロカイツブリ 1 生体、異常なし
11:06 1021 2 オオセグロカモメ 2 生体、異常なし
11:06 1021 2 ウミネコ 4 生体、異常なし
11:06 1021 2 カルガモ 1 生体、異常なし
11:12 1021 3 カモメ 1（1st-W） － N 全身 IMG7466-7471

11:19 1021 4 オオハムsp. 1 FD L 全身
左大雨覆～脇腹にかけて油状の物
質が付着。IMG7475-7480

11:27 1021 5 オオハムsp. 1 － N － IMG7481-7485

11:42 1021 6 ハト類（レースバト） 1 － － 両翼,両脚,胸骨
日本レース鳩協会の足環を確認
「JPN 96 HA11244」。
IMG-7486-7491

11:53 1021 7 ウミアイサ 1 － N 全身 IMG7496-7498

11:55 1021 終点

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

七重浜（北斗市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

木村耕・戸梶裕樹 2010年4月11日 11:06　～　11:55

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番

号）
地点番号

地名または
緯度経度

種名
個体数（年

齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

12:39 1023 始点
12:39 1023 1 オオセグロカモメ 10± 生体、異常なし
12:39 1023 1 ウミネコ 50± 生体、異常なし
12:39 1023 1 ユリカモメ 30± 生体、異常なし
12:39 1023 1 セグロカモメ 4 生体、異常なし
12:39 1023 2 スズガモ 10 生体、異常なし

12:39 1023 2 ヒドリガモ 2 生体、異常なし

12:57 1023 3 ウミアイサ 1 N 両翼,胸骨 IMG7509

13:01 1023 4 オオセグロカモメ 5 生体、異常なし

13:01 1023 4 セグロカモメ 4 生体、異常なし

13:01 1023 4 ウミネコ 2 生体、異常なし

13:01 1023 5 スズガモ 5 生体、異常なし

13:08 1023 終点

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

久根別（北斗市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

木村耕・戸梶裕樹 2010年4月11日 12:39　～　13:08

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上からスコープを使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

14:00 1215 1 ウミアイサ 5 海岸のタイプ：6A
14:00 1215 1 ウミネコ 3
14:00 1215 1 シノリガモ 4
14:00 1215 1 ハクセキレイ 3
14:00 1215 2 ミサゴ 1
14:40 1215 3 シノリガモ 8

14:40 1215 3 オオセグロカモメ 3

14:40 1215 3 ウミネコ 1

14:55 1215 4 タールボール 28個 最大：長径約7cm、短径約3cm

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

野塚海岸（積丹町） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

嶋崎太郎 2010年4月24日 14:00　～　15:20

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上からスコープを使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

16:20 1237 1 マガモ 135 海岸のタイプ：3A

16:20 1237 1 ウミウ 2
16:20 1237 2 ウミネコ 4
16:20 1237 2 ウミアイサ 5
16:20 1237 2 ハクセキレイ 1
16:20 1237 2 シノリガモ 10
17:00 1237 3 オオセグロカモメ 3
17:00 1237 3 ウミウ 4
17:00 1237 4 ミサゴ 1
17:00 1237 5 マガモ 2
17:00 1237 5 オオセグロカモメ 2
17:00 1237 5 ハクセキレイ 1

海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

嶋崎太郎 2010年4月24日 16:20　～　17:30

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部
油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

フゴッペ海岸（余市町） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富



観察者 観察日 観察時刻 天候 曇り

調査方法 陸上からスコープを使用

観察時刻
地図名（番

号）
地点番号

地名または
緯度経度

種名
個体数（年

齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

14:00 1261 始点 海岸のタイプ：3A
14:00 1261 1 ウミネコ 2 生体、異常なし
14:01 1261 2 シロカモメ 1 生体、異常なし
14:07 1261 3 シロチドリ 2 生体、異常なし
14:10 1261 4 ウミネコ 5 生体、異常なし
14:13 1261 5 ウミネコ 2 生体、異常なし

14:15 1261 終点

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

石狩浜（小樽市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

富沢直浩 2010年4月30日 14:40　～　15:10

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 曇り

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番

号）
地点番号

地名または
緯度経度

種名
個体数（年

齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

14:40 1261 始点 海岸のタイプ：3A
14:40 1261 1 ウミネコ 3 生体、異常なし
14:42 1261 2 シロカモメ 1 生体、異常なし
14:44 1261 3 ウミウ 1 生体、異常なし
14:51 1261 4 アビsp 1 生体、異常なし　通過
14:53 1261 5 ウミウ 2 生体、異常なし

14:54 1261 6 アビ 1 PD N
全身（一部骨格

のみ）
カラスの食害を受けていた(写真1，2）

14:54 1261 7 ハシブトガラス 2 生体、異常なし

14:54 1261 8 ウミネコ 1 生体、異常なし

15:05 1261 9 ウミネコ 4 生体、異常なし

15:07 1261 10 キアシシギ 1 生体、異常なし

15:07 1261 11 チュウシャクシギ 1 生体、異常なし

15:08 1261 12 ウミネコ 3 生体、異常なし

15:10 1261 終点

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

石狩浜（小樽市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

富沢直浩 2010年4月30日 14:40　～　15:10

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

11:40 1267 1 オオセグロカモメ 25
12:15 1267 2 シロチドリ 4
12:30 1267 3 シロカモメ 1
13:15 1267 4 オオセグロカモメ 1 OD N 右翼 ロープに引っ掛かっていた
13:30 1267 5 ウミアイサ 8

海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

雨谷教弘、斎藤彦馬
小澤良之

2010年4月17日 11:20　～　13:20

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部
油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

石狩浜（石狩市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富



観察者 観察日 観察時刻 天候 晴れ

調査方法 陸上から小型双眼鏡を使用

観察時刻
地図名（番
号）

地点番号
地名または
緯度経度

種名
個体数（年
齢）

汚染鳥を回
収する場合
のサンプル
番号

個体の状態
食害の有無

油の付着状
態

死体の残存部
位

その他、気づいた点

11:32 1268 1 ウミネコ 3
11:40 1268 2 ウミウ 1
11:46 1268 3 シロカモメ 1
11:58 1268 4 ウミアイサ 1
12:20 1269 5 ウミネコ 2
12:27 1269 6 ウミアイサ 5

12:36 1269 7 オオセグロカモメ 2

12:36 1269 7 カモメ 20

12:36 1269 7 ユリカモメ 5

12:55 1269 8 シロカモメ 3

12:55 1269 8 オオセグロカモメ 4

13:00 1269 9 シロカモメ 20

13:00 1269 9 オオセグロカモメ 3

13:00 1269 9 ウミネコ 50

油の付着状態　H=全身の2/3以上油が付着　M=1/3～2/3程度付着　L=1/3以下の付着　N=油付着がない

石狩浜（石狩市） 観察者の熟練度 生物観察の経験が豊富海岸名（市町村）

海鳥海岸センサス記録用紙

吉野智生・三城友香 2010年4月17日 11:20　～　13:00

個体の状態　ANC=生きていて捕獲せず　AC=生きていて捕獲　FD=新鮮な死体　OD=古い死体　PD=死体の一部



























 

一斉海岸調査 2010 まとめ 

 

【調査結果概要】 

 一斉海岸調査には計 37名が参加し、オホーツク海側（オホーツク管内：紋別市元紋

別海岸～ウエンベツ川河口）のほか、日本海側（石狩管内、後志管内）、太平洋側（根

室管内、釧路管内、十勝管内、胆振管内）および道南地域（渡島管内）の 9市 6町にま

たがる 26地点で実施され、このうち 4地点において油関係の漂着物（53点）が確認さ

れた。内訳としては、オホーツク管内では網走市鱒浦海岸で 17点、小清水町浜小清水

海岸で 7点が確認され、このほか後志管内の積丹町野塚海岸でタールボール 28点、渡

島管内の北斗市七重浜で油曝オオハム sp1羽が確認されたものであった。 

 同様の調査はこれまでに 5回行われており、初年度の 2006年 4月には宗谷支庁管内

から釧路支庁管内にかけて調査が行われ、そのうち稚内市から小清水町にかけて油汚染

鳥および油の漂着が多数確認された。また 2007年から 2009年にかけての調査では、い

ずれも網走支庁管内と石狩支庁管内で油が付着した羽毛や流氷、タールボール等が確認

された。これらの結果から、オホーツク海側および石狩浜では毎年恒常的に油そのもの

や、油に汚染された物質（鳥体含む）が漂着していることが推察されたが、今回 2010

年の調査ではオホーツク管内では引き続いて油関係の漂着物が確認されたものの、石狩

浜からは確認されなかった。 

 なお、本調査はこれまではあくまで個人での呼びかけであったが、今回からは日本野

鳥の会オホーツクの事業として正式に取り組むこととなり、期間を一ヶ月間に延長し、

期間中に調査方法のレクチャーを目的とした「海岸調査講習会」を実施することとした。

この講習会には当会会員を中心に 16 名の参加者があり、この問題に対する関心の高さ

が伺われた。 

 

【調査期間】 

 調査日：2010年 4月 1日～30 日（一ヶ月間、調査日数は各自任意） 

 ※期間中、［海岸調査講習会］を 4月 17日に浜小清水海岸において実施した。 

 

【調査範囲】 

※総調査地数：26調査地 

※調査総延長：約 64km 

※（ ）内の数字は地点数を示す。一部重複や複数の市町村にまたがる調査地がある。 



 オホーツク管内：紋別市（1）、北見市（1）、網走市（6）、斜里町（1）、小清水町（5） 

 根室管内：根室市（1） 

 釧路管内：釧路市（1） 

 十勝管内：豊頃町（1） 

 胆振管内：苫小牧市（1） 

 渡島管内：北斗市（2）、森町（1） 

 石狩管内：石狩市（2） 

 後志管内：小樽市（2）、積丹町（1）、余市町（1） 

 

【調査地別の油関係漂着物】 

※合計 53点 

 網走市鱒浦海岸：ウ類の羽 5点・カモメ類の羽 1点・ミツユビカモメの羽 1点・種

不明羽毛塊 9点・油付着ロープ 1点（4月 2日） 

 小清水町浜小清水海岸：シロカモメの羽 2点・ミツユビカモメの羽 1点・種不明羽

1点・油付着ロープ 1点・油付着ビニール 1点・油塊 1点（4月 17日） 

 北斗市七重浜：オオハム sp.1羽（4月 11日） 

 積丹町野塚海岸：タールボール 28点（4月 24日） 

 

【調査参加者（講習会参加者含む）】 

 Douglas Braat、雨谷教弘、今堀英明、梅林歌奈子、梅林弘道、大芝泰弘、大谷久仁

子、大谷光良、小笠原久美子、小澤良之、片桐千鳥、川崎里実、川崎康弘、木村耕、倉

沢康大、黒沢信道、黒沢優子、小関治子、斎藤彦馬、佐々木清彦、佐藤晶人、佐藤理恵、

嶋崎太郎、正田武士、多賀憲雄、高田絵美里、寺田紋子、戸梶裕樹、富沢直浩、平川あ

ざみ、平田和彦、舟生憲幸、三城友香、山本友紀、吉野智生、渡辺恵、渡辺義昭（50

音順、敬称略） 

調査にご協力くださった皆さまへ、この場をお借りして心より御礼申し上げます。 

  

2011年の調査日程は 

4月 1～30日です。 

ご協力をお願い致します。 
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